
へ
．
巾
⑰

「
地
蔵
菩
薩
応
験
記
」
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
と
そ
の
影
響

清
水
邦
彦

序

　
日
本
地
蔵
信
仰
の
初
期
説
話
集
で
あ
る
今
昔
物
語
集
巻
十
七
の
三
十
二

　
　
　
｛
1
）

話
の
説
話
に
は
、
地
蔵
菩
薩
を
機
縁
と
し
た
西
方
浄
土
往
生
思
想
の
話
が

　
　
　
　
　
　
一
2
）

九
話
見
ら
れ
る
。
　
一
第
二
・
十
・
十
四
・
十
六
・
十
七
二
一
十
三
・
二
十

九
・
三
十
二
二
十
二
話
）

　
　
其
の
後
、
用
方
、
弥
よ
心
を
按
し
て
、
地
蔵
菩
薩
を
念
じ
奉
る
事
限

　
　
元
し
。
而
る
に
、
用
方
、
年
漸
く
傾
て
、
遂
に
、
出
家
入
道
し
つ
。

　
　
十
余
年
を
経
て
後
、
身
に
病
有
と
云
へ
ど
も
、
苦
し
む
所
元
く
、
心

　
　
違
ず
し
て
、
西
に
向
て
弥
陀
の
念
仏
を
唱
へ
、
地
蔵
の
名
号
を
念
じ

　
　
て
、
絶
え
入
り
に
け
り
。
一
第
二
話
）

其
の
僧
、
年
来
、

地
蔵
菩
薩
に
仕
て
、
日
夜
繕
森
に
念
じ
奉
て
、

更

　
　
に
他
の
勤
め
元
か
り
け
り
。
一
中
略
一
常
の
言
に
人
に
向
て
語
て
云
く
、

　
　
「
我
れ
、
必
ず
、
月
の
二
十
四
日
を
以
て
極
楽
往
生
す
べ
し
。
」
と
。

　
　
一
中
略
）
誠
に
、
言
に
違
は
ず
、
月
の
二
十
四
日
に
仏
の
御
前
に
し

　
　
て
、
端
座
し
て
死
た
れ
ば
、
疑
ひ
元
き
往
生
也
と
な
む
人
云
ひ
け
り
。

　
　
一
第
三
十
話
）

　
こ
れ
ら
の
話
に
お
い
て
、
地
蔵
菩
薩
は
、
仏
法
の
媒
介
者
、
と
り
わ
け

阿
弥
陀
仏
の
媒
介
者
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
巻
十
七
に
お
い
て
、
地
蔵
菩
薩
の
背
後
に
あ
る
は
ず
の
仏
法

の
記
述
が
希
薄
で
、
地
蔵
菩
薩
の
現
世
利
益
が
主
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

話
が
、
六
話
あ
る
。
一
第
四
・
六
・
九
・
十
三
・
十
八
・
二
十
五
話
）

　
　
不
調
の
男
は
、
地
蔵
の
御
助
に
依
て
、
命
を
生
ぬ
る
事
を
喜
て
、
弥

　
　
よ
心
を
籏
し
て
地
蔵
に
仕
け
り
と
な
む
語
り
伝
え
た
る
と
や
。
一
第

　
　
四
話
）

一
こ
の
よ
う
な
「
阿
弥
陀
仏
の
媒
介
者
と
し
て
の
地
蔵
菩
薩
」
、
「
現
世
利
益

的
地
蔵
菩
薩
」
は
日
本
独
特
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
と
り
あ
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え
ず
今
昔
物
語
集
巻
十
七
の
地
蔵
説
話
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
中
国

の
「
地
蔵
菩
薩
応
験
記
」
に
お
け
る
地
蔵
菩
薩
を
中
心
に
、
日
本
の
地
蔵

信
仰
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

経
典
に
お
け
る
地
蔵
菩
薩

　
　
同
七
七
九
中
下
一

　
十
輪
経
・
本
願
経
に
お
い
て
、
弥
勒
仏
と
の
関
連
を
説
く
具
体
的
な
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
）

述
は
な
い
も
の
の
、
弥
勒
出
世
ま
で
の
衆
生
を
「
天
」
に
導
き
、
仏
の
授

記
に
会
わ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
弥
勒
上
生
思
想
と
の
密
接
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

関
わ
り
が
推
測
で
き
よ
う
。
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応
験
記
に
お
け
る
地
蔵
菩
薩
を
見
る
前
に
、
地
蔵
信
仰
の
一
源
流
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
）

云
う
べ
き
、
地
蔵
十
輪
経
・
地
蔵
本
願
経
に
お
け
る
地
蔵
菩
薩
を
見
て
み

る
こ
と
と
す
る
。
十
輸
経
・
本
願
経
に
お
い
て
地
蔵
菩
薩
は
、
伽
利
天
に

お
い
て
仏
如
来
の
威
神
力
を
受
け
、
釈
迦
の
死
後
弥
勒
如
来
の
出
世
ま
で

の
五
濁
悪
世
の
衆
生
を
一
仰
利
）
天
に
救
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

汝
等
当
知
。
有
菩
薩
摩
詞
薩
名
日
地
蔵
。
已
於
無
量
無
数
大
劫
。
五

濁
悪
時
無
仏
世
界
成
熟
有
情
。
一
十
輪
経
・
大
正
蔵
第
十
三
巻
七
二

一
下
一

随
所
在
処
若
諸
有
情
種
種
希
求
憂
苦
逼
切
。
有
能
至
心
称
名
念
謂
帰

敬
供
養
地
蔵
菩
薩
摩
詞
薩
者
。
一
切
皆
得
如
法
所
求
離
憂
苦
。
随
其

所
応
安
置
生
天
浬
築
道
。
一
十
輸
経
・
同
七
二
四
中
）

此
菩
薩
蔵
神
誓
願
不
可
思
議
。
若
未
来
世
有
善
男
子
善
女
人
。
聞
是

菩
薩
名
字
。
或
讃
歎
或
晴
礼
。
或
称
名
或
供
養
。
乃
至
彩
画
刻
鍍
塑

漆
形
像
。
是
人
当
得
百
返
生
於
三
十
三
天
永
不
堕
悪
道
。
一
本
願
経
・

同
四
二
一
中
一
＊
三
十
三
天
1
－
仰
利
天

吾
於
五
濁
悪
世
。
教
化
如
是
剛
彊
衆
生
。
（
中
略
一
令
裟
婆
世
界
至

弥
勒
出
世
已
来
衆
生
。
悉
使
解
脱
永
離
諸
苦
遇
仏
授
記
。
一
本
願
経
・

二
　
地
蔵
普
薩
応
験
記
の
意
義

　
地
蔵
菩
薩
応
験
記
は
、
宋
の
僧
、
常
謹
が
地
蔵
本
願
経
の
思
想
を
受
け

一
6
〕て
編
集
し
た
全
三
十
二
話
か
ら
な
る
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
一
成
立
九
八

九
年
）
収
集
さ
れ
た
説
話
の
う
ち
年
代
の
明
確
な
も
の
を
見
る
と
、
六
五

〇
年
か
ら
九
八
○
年
に
分
散
し
て
お
り
、
要
す
る
に
唐
代
の
信
仰
が
採
録

　
　
　
　
一
7
一

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
第
一
話
・
第
二
話
の
「
放
光
菩
薩
像
」
が
中
国
で

は
幅
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
応
験
記
の
説
話
は
単
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
一

文
献
上
の
話
で
は
な
く
、
当
時
の
信
仰
を
記
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　
先
学
の
研
究
に
お
い
て
日
本
の
地
蔵
信
仰
の
初
期
説
話
集
、
地
蔵
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
m
一

霊
験
記
・
今
昔
物
語
集
巻
十
七
の
成
立
に
は
、
地
蔵
菩
薩
応
験
記
の
影
響

　
　
　
　
　
　
一
u
一

が
大
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
一

　
応
験
記
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
日
本
の
仏
教

文
化
の
受
容
を
考
え
る
に
、
応
験
記
に
代
表
さ
れ
る
中
国
の
地
蔵
信
仰
が

地
蔵
菩
薩
霊
験
記
や
今
昔
の
地
蔵
説
話
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
べ
き

　
　
　
一
H
〕

で
あ
ろ
う
。三

　
弥
勒
仏
と
の
関
係



　
一
で
述
べ
た
よ
う
に
十
輸
経
・
本
願
経
に
お
い
て
地
蔵
菩
薩
は
弥
勒
上

生
思
想
と
密
接
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
応
験
記
に

は
地
蔵
菩
薩
が
弥
勒
仏
の
媒
介
者
と
し
て
兜
率
天
へ
衆
生
を
導
く
話
が
二

話
あ
る
。
一
第
四
・
六
話
）

　
　
吾
生
第
四
天
上
、
是
地
蔵
菩
薩
引
導
令
事
補
慮
、
彼
天
生
人
多
是
大

　
　
士
引
導
也
一
第
四
話
）

　
　
＊
第
四
天
H
兜
率
天
、
補
慮
n
弥
勒
仏

　
　
汝
模
写
我
身
既
多
、
永
不
堕
三
悪
道
、
捨
寿
生
兜
率
天
、
慈
尊
下
生

　
　
日
、
当
得
作
仏
記
一
第
六
話
）
＊
慈
尊
H
弥
勒
仏

　
ま
た
兜
率
天
に
生
ま
れ
る
待
機
場
所
で
あ
る
福
舎
に
地
蔵
菩
薩
が
導
く

話
が
一
話
あ
る
。

　
　
依
卿
恩
沢
感
地
蔵
化
、
離
苦
生
此
慮
、
係
問
、
是
何
慮
、
日
此
虚
名

　
　
福
舎
、
寿
命
長
遠
離
諸
患
難
、
生
在
此
中
、
必
偶
弥
勒
三
会
、
壷
諸

　
　
苦
際
一
第
十
六
話
）

　
さ
ら
に
兜
率
天
の
下
に
位
置
す
る
仰
利
天
へ
の
衆
生
を
導
く
話
が
二
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
4
）

あ
る
。
一
第
十
二
・
十
九
話
）
仰
利
天
は
前
述
の
如
く
、
経
典
に
お
け
る

地
蔵
菩
薩
の
救
済
先
で
あ
る
が
、
第
十
九
話
を
見
る
と
、
弥
勒
仏
と
の
関

連
も
強
く
、
地
蔵
菩
薩
は
弥
勒
仏
の
媒
介
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巧
一

　
　
今
公
為
造
聖
像
修
追
福
業
、
其
業
已
滅
、
生
仰
利
天
、
（
中
略
一
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
一

　
　
毎
月
二
十
四
日
二
二
千
化
身
地
蔵
無
量
無
辺
、
集
会
其
中
、
遍
満
無

　
　
憂
樹
下
、
説
法
利
天
、
皆
金
色
沙
門
、
一
時
為
我
説
法
己
日
、
汝
等

　
　
夫
婦
得
脱
、
在
弥
勒
成
仏
時
、
以
此
因
縁
故
、
来
告
之
、
唯
善
所
求
、

　
　
都
不
起
邪
心
一
第
十
九
話
）

　
以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
蔵
菩
薩
が
「
天
」
に
衆
生
を
導
く
第
十

三
・
十
五
・
二
十
二
二
十
一
話
に
お
い
て
も
、
い
ま
ま
で
の
話
と
同
様
、

弥
勒
仏
の
媒
介
者
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
張
氏
蓋
母
財
産
、
造
等
身
地
蔵
、
復
見
母
身
帯
光
明
、
住
立
空
中
、

　
　
告
日
、
我
依
汝
造
像
功
徳
、
生
天
上
、
汝
敬
心
礼
供
其
像
、
慈
氏
菩

　
　
薩
成
仏
時
、
同
見
仏
聞
法
一
第
十
三
話
）
＊
慈
氏
1
1
弥
勒

四
　
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係

　
以
上
の
よ
う
な
弥
勒
仏
と
の
結
び
つ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応
験
記
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
7
一

は
十
輸
経
・
本
願
経
に
は
み
ら
れ
な
い
阿
弥
陀
仏
の
脇
侍
と
し
て
の
地
蔵

菩
薩
と
い
う
概
念
や
地
蔵
菩
薩
の
機
縁
に
よ
る
西
方
浄
土
往
生
思
想
が
見

ら
れ
る
。
一
脇
侍
－
第
二
十
四
・
二
十
六
話
一
西
方
浄
土
往
生
思
想
－

第
九
・
十
一
・
二
十
六
話
一

　
　
左
右
安
置
観
音
地
蔵
量
躯
高
各
七
尺
五
寸
、
中
央
安
置
中
尖
無
量
寿

　
　
仏
像
、
高
一
丈
六
尺
一
第
二
十
四
話
）

　
　
大
原
尼
智
蔵
、
時
事
地
蔵
菩
薩
、
欣
求
西
方
浄
土
、
捨
銅
銭
二
百
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
8
）

　
　
画
阿
弥
陀
像
、
左
右
脇
士
、
画
地
蔵
菩
薩
二
体
一
中
略
）
念
阿
弥
陀

　
　
観
音
勢
至
名
、
各
一
百
遍
、
念
地
蔵
名
一
千
遍
、
合
掌
向
西
方
卒
ム
矢

　
　
一
第
二
十
六
話
一

　
　
法
尚
七
十
八
、
其
年
二
月
二
十
四
日
告
同
伴
日
、
地
蔵
菩
薩
来
至
我

　
　
房
一
中
略
一
菩
薩
言
、
此
亦
随
所
願
、
若
欲
願
生
浄
土
、
当
念
阿
弥

　
　
陀
仏
、
一
日
夜
専
心
念
仏
、
即
得
往
生
、
聞
此
聖
告
、
従
昨
日
専
念

　
　
西
方
仏
、
只
今
往
生
浄
土
、
言
已
合
掌
向
西
方
卒
、
其
像
在
遠
、
放

　
　
光
照
尚
身
、
ミ
冷
後
光
西
方
上
去
、
見
者
皆
謂
、
地
蔵
菩
薩
放
光
、
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照
送
浄
土
奇
瑞
也
（
第
十
一
話
）

こ
れ
ら
の
話
に
お
い
て
、
要
す
る
に
地
蔵
菩
薩
は
阿
弥
陀
仏
の
媒
介
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
）

し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
ず
注
目
す
べ
き
点
は
、
阿
弥
陀
仏
の
脇
侍
が
観

無
量
経
と
異
な
り
、
観
音
地
蔵
一
第
二
十
四
話
）
地
蔵
菩
薩
二
体
一
第
二

十
六
話
）
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
三
尊
像
が
唐
代
に
お
い
て
特
殊
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た

か
ど
う
か
一
概
に
言
い
が
た
い
の
が
、
地
蔵
が
観
音
と
共
に
阿
弥
陀
浄
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
一

信
仰
の
一
部
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
十
輪
経
・
本
願
経
及
び
観
無
量
寿
経
に
記
述
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
地
蔵
菩
薩
は
阿
弥
陀
仏
と
結
び
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
と
に
つ
い
て
私
は
三
つ
の
点
を
提
示
し
た
い
。

　
第
一
点
は
十
輸
経
・
本
願
経
は
前
述
の
如
く
弥
勒
出
生
ま
で
の
五
濁
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
1
）

世
の
教
え
で
あ
っ
た
た
め
、
末
法
思
想
の
経
典
と
見
傲
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

例
え
ば
三
階
教
師
神
防
は
新
訳
十
輪
経
の
序
文
で
「
十
輸
経
、
則
此
土
末

法
之
教
也
」
一
大
正
蔵
第
十
三
巻
七
七
七
上
）
と
書
い
て
い
る
。

　
第
二
点
は
地
蔵
菩
薩
の
た
と
え
罪
あ
る
衆
生
で
あ
っ
て
も
救
済
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
一
2
2
）

い
う
「
慈
悲
無
限
」

　
多
造
無
間
罪

　
　
妄
説
断
常
論

　
多
遠
離
三
乗

　
　
貧
嫉
多
姦
矯

の
性
格
が
阿
弥
陀
仏
と
共
通
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

誹
諾
於
正
法

具
造
十
悪
業

臭
稜
向
悪
趣

云
何
転
仏
輸

一
十
輸
経
・
同
七
二
八
中
）

一
王
発
願
永
度
罪
苦
衆
生
。

股
聖
起
悪
見

不
畏
後
世
苦

無
明
蔽
其
目

度
此
衆
生
類

未
願
成
仏
者
則
地
蔵
菩
薩
是
。
一
本
願

経
・
同
七
八
○
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
第
三
点
は
先
に
引
用
し
た
史
料
の
ご
と
く
、
十
輪
経
に
唱
名
に
よ
る
仏
　
8

法
へ
の
帰
依
が
示
さ
れ
て
い
る
故
、
十
輪
経
が
浄
土
思
想
の
経
典
と
見
徹

　
　
　
　
　
　
＾
鴉
一

さ
れ
た
点
で
あ
る
。
（
史
料
：
十
輪
経
・
同
七
二
四
中
．
前
出
）

　
　
懐
感
「
釈
浄
土
群
疑
論
」

　
　
間
日
。
今
学
浄
土
業
者
既
行
念
仏
三
昧
。
未
知
此
法
定
有
教
。
今
諸
．

　
　
方
道
俗
多
生
疑
惑
。
将
無
聖
教
偽
行
仏
法
。
誇
引
凡
愚
大
僧
誹
講
。

　
　
請
陳
至
教
以
除
疑
網
。

　
　
釈
日
。
諸
大
乗
経
説
此
三
昧
其
文
極
衆
。
如
華
厳
経
数
処
皆
説
念
仏

　
　
三
昧
。
其
文
極
広
。
故
浬
般
木
経
・
観
仏
三
昧
・
賢
護
・
般
若
三
昧
・

　
　
観
経
・
鼓
音
声
王
・
大
集
月
蔵
分
・
地
蔵
十
輸
経
・
占
察
経
・
文
殊

　
　
般
若
・
花
首
経
・
大
智
度
論
説
。
（
大
正
蔵
第
四
十
七
巻
七
三
中
）

　
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
以
上
三
点
の
理
由
か
ら
地
蔵

菩
薩
は
阿
弥
陀
仏
の
脇
侍
、
媒
介
者
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
注
目
す
べ
き
点
は
応
験
記
に
お
け
る
兜
率
天
を
中
心
と
し
た
天
と

　
　
　
＾
幽
一

西
方
浄
土
と
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
応
験
記
の
中
で
天
と
西
方
浄
土
と
を

比
較
し
て
い
る
記
述
は
二
箇
所
あ
る
。

　
一
つ
は
第
九
話
で
の
寡
婦
の
発
言
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
天
に
生

ま
れ
る
場
合
女
身
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
西
方
浄
土
に
生
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
肪
一

場
合
は
女
身
を
受
け
ず
、
故
に
西
方
浄
土
の
方
が
自
分
に
と
っ
て
適
し
て

い
る
、
と
あ
る
。

　
　
母
日
、
吾
厭
女
身
、
不
楽
天
楽
、
若
生
天
上
、
恐
尚
受
女
身
、
今
須

　
　
　
　
一
％
一

　
　
願
浄
土
（
中
略
一
両
道
白
光
従
空
而
下
、
覆
母
身
上
、
暫
時
昇
空
、

　
　
指
西
方
散
去
一
第
九
話
）



　
も
う
一
つ
は
第
十
一
話
で
の
釈
法
尚
の
発
一
言
で
あ
り
、
こ
れ
を
見
る
と
、

天
よ
り
も
西
方
浄
土
の
ほ
う
が
仏
道
修
行
に
適
し
て
い
る
、
と
あ
る
。

　
　
地
蔵
菩
薩
来
至
我
房
告
日
、
汝
慈
氏
如
来
三
会
説
法
中
、
第
二
会
得

　
　
道
人
也
、
今
日
捨
寿
即
生
伽
利
、
我
白
大
士
、
天
上
是
五
欲
境
界
、

　
　
快
楽
無
比
、
迷
失
菩
提
心
、
又
欲
期
後
仏
、
時
価
長
遠
、
唯
往
生
西

　
　
方
安
楽
世
界
一
第
十
一
話
）

　
以
上
二
箇
所
と
も
天
よ
り
西
方
浄
土
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
全
て
の
話
に
一
貫
し
て
天
よ
り
西
方
浄
土
が
優

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
前
述
の
如
く
、
地
蔵
菩
薩
が
天
へ
衆
生
を
導
く
話
が
応
験
記
全
三
十
二

話
中
九
話
あ
る
。
も
し
西
方
浄
土
の
優
越
性
が
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
話
は
存
在
し
な
か
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
も
し
西
方

浄
土
の
優
越
性
が
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
十
一
話
に
お
い
て
最

初
か
ら
地
蔵
菩
薩
は
西
方
浄
土
に
導
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
西
方
浄
土
の
優
越
性
は
一
部
に
は
あ
っ
た

が
、
さ
ほ
ど
明
確
で
は
な
く
、
む
し
ろ
地
蔵
菩
薩
が
天
へ
導
く
話
、
西
方

浄
土
へ
導
く
話
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
第
十
一
話
に
お
い
て
最
初

天
へ
導
こ
う
と
す
る
が
、
結
局
西
方
浄
土
へ
導
い
て
い
る
こ
と
、
の
二
点

か
ら
天
・
西
方
浄
土
の
ど
ち
ら
に
も
導
く
地
蔵
菩
薩
と
い
う
信
仰
、
即
ち

「
阿
弥
陀
仏
、
弥
勒
仏
の
ど
ち
ら
の
媒
介
者
に
も
な
れ
る
地
蔵
菩
薩
」
と

い
う
信
仰
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
唐
代
の
仏
教
界
の
状
況
に
つ
い
て
；
冒
付
し
て
お
け
ば
、
教
理
史
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
7
一

い
て
阿
弥
陀
・
弥
勒
優
劣
論
が
あ
っ
た
も
の
の
、
阿
弥
陀
・
弥
勒
信
仰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
9
〕

融
合
も
依
然
存
在
し
て
い
た
。
従
っ
て
「
阿
弥
陀
仏
・
弥
勒
仏
の
ど
ち
ら

の
媒
介
者
の
も
な
れ
る
地
蔵
菩
薩
L
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

五
　
仏
法
と
の
関
係

　
今
ま
で
見
て
き
た
の
は
、
弥
勒
仏
も
し
く
は
阿
弥
陀
仏
の
媒
介
者
と
し

て
の
地
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
が
、
応
験
記
に
は
、
具
体
的
に
仏
如
来
が
登
場

し
な
い
話
も
多
い
。

　
こ
の
う
ち
第
三
・
五
・
八
・
十
・
十
七
・
十
八
・
二
十
一
・
二
十
二
・

二
十
三
・
二
十
八
・
二
十
九
話
に
つ
い
て
は
仏
法
へ
の
帰
依
の
一
機
縁
と

し
て
の
地
蔵
菩
薩
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
故

こ
れ
ら
の
話
に
お
い
て
地
蔵
菩
薩
は
仏
法
の
媒
介
者
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
　
像
放
明
照
家
内
、
良
更
造
等
身
像
、
於
中
収
小
像
捨
家
為
寺
、
号
地

　
　
蔵
台
、
遠
近
眺
望
如
市
、
地
蔵
像
化
利
益
、
此
最
而
已
一
第
十
話
）

　
　
童
子
自
語
、
吾
以
爪
甲
画
地
蔵
形
、
夜
夢
有
沙
門
交
臥
言
談
、
汝
寿

　
　
五
十
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
如
此
再
三
唱
、
除
此
己
以
無
修
善
事
、
師
及
相

　
　
者
歎
日
、
聖
力
不
思
議
、
後
童
子
出
家
具
戒
、
恵
蔵
法
師
是
也
（
第

　
　
二
十
二
話
）

　
　
此
像
昔
晴
国
智
顕
禅
師
、
為
救
三
途
衆
生
苦
、
所
図
画
也
、
像
放
光

　
　
明
、
照
六
道
、
ミ
中
見
像
及
顕
、
遊
三
悪
趣
、
説
法
花
経
、
抜
苦
与

　
　
楽
、
聞
此
事
、
復
礼
拝
供
養
者
頗
多
ム
矢
一
第
二
十
八
話
）
＊
此
像
1
1

　
　
地
蔵
菩
薩
像
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六
　
現
世
利
益
的
地
蔵
菩
薩

　
と
こ
ろ
が
残
り
の
第
一
・
二
・
七
・
十
四
・
二
十
五
二
一
十
七
二
二

十
・
三
十
二
話
に
お
い
て
は
、
地
蔵
菩
薩
の
背
後
に
あ
る
で
あ
ろ
う
仏
法

の
記
述
が
希
薄
で
、
主
と
し
て
地
蔵
菩
薩
の
現
世
利
益
が
記
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
錦
一
話
の
地
蔵
菩
薩
像
は
不
可
思
議
な
光
を
発
し
、
船
を
救
い
、

出
産
を
助
け
た
り
す
る
が
、
そ
の
結
果
人
々
が
仏
法
に
帰
依
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
残
り
の
七
話
に
つ
い
て
も
地
蔵
菩
薩

像
を
画
く
な
り
造
る
な
り
し
て
病
気
が
治
る
等
の
現
世
利
益
を
得
る
の
み

で
あ
る
。

　
無
論
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
地
蔵
菩
薩
と
い
う
現
世
利
益
の
神
」
が

信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
意
味
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
仏
教
説
話
で
あ
る

以
上
、
十
輪
経
・
本
願
経
の
現
世
利
益
的
側
面
が
強
調
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
ら
の
話
に
お
い
て
も
、
地
蔵
菩
薩
は
仏
法
の
媒
介
者
で
あ
る
と
解
釈

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
例
え
ば
第
一
話
の
、
女
人
の
出
産
を
助
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
9
〕

経
の
、
女
人
の
出
産
を
助
け
よ
と
の
記
述
と
対
応
す
る
。

　
　
何
以
故
。
是
産
難
時
有
無
数
悪
鬼
及
魍
魎
精
魅
欲
食
腹
血
。
是
我
早

　
　
令
舎
宅
土
地
霊
砥
荷
護
子
母
。
一
本
願
経
・
同
七
八
五
中
一

　
　
復
次
地
蔵
。
未
来
世
中
有
諸
国
王
及
婆
羅
門
等
。
見
諸
老
病
及
生
産

　
　
婦
女
。
若
一
念
間
具
大
慈
心
。
布
施
医
薬
飲
食
臥
具
使
令
安
楽
。
臥

　
　
具
福
利
最
不
思
議
。
（
本
願
経
・
同
七
八
六
下
一

　
ま
た
第
二
十
七
・
三
十
二
話
の
「
延
命
」
に
つ
い
て
も
、
本
願
経
に
記

述
が
あ
る
。

　
　
是
中
能
塑
画
乃
至
金
銀
銅
鉄
。
作
地
蔵
形
像
。
焼
香
供
養
瞭
礼
讃
歎
。

　
　
是
人
居
鹿
即
得
十
種
利
益
。
一
中
略
）
四
者
現
存
益
寿
。
（
本
願
経
・

　
　
同
七
八
七
上
一

　
し
か
し
経
典
の
現
世
利
益
的
側
面
が
主
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
ま
た
そ
の

信
仰
が
採
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
蔵
信
仰
が
仏
教
と
離
れ
た
も
の
と
な
る

危
険
性
を
胎
ん
で
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七
　
応
験
記
ま
と
め

　
以
上
の
論
述
を
ま
と
め
る
と
、
応
験
記
の
地
蔵
菩
薩
は
、
以
上
の
四
つ

に
分
類
さ
れ
る
。

一
1
）
弥
勒
仏
の
媒
介
者

一
2
）
阿
弥
陀
仏
の
媒
介
者

一
3
）
仏
法
そ
れ
自
体
の
媒
介
者

（
4
）
〔
仏
法
の
〕
媒
介
者

　
　
　
　
省
略

　
　
　
　
H
現
世
利
益
的
地
蔵
菩
薩

　
応
験
記
の
編
者
常
謹
は
、
地
蔵
信
仰
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
応
験
記
を
編

集
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
教
教
理
に
則
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
結
果
弥
勒
仏
の
媒
介
者
と
し
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の
媒
介
者
と
し

て
も
、
仏
法
そ
れ
自
体
の
媒
介
者
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
る
地
蔵
菩
薩
が
応

験
記
の
な
か
で
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
地
蔵
菩
薩
の
、
一
種
「
あ
い
ま
い
な
」
性
格
が
地
蔵
信
仰
の
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広
ま
り
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
述
の
如
く
、
地
蔵
信
仰
が
仏

教
と
離
れ
た
も
の
と
な
る
危
険
性
を
胎
ん
で
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

八

今
昔
物
語
集
へ
の
影
響

　
さ
て
最
後
に
今
昔
物
語
集
と
の
関
違
に
触
れ
て
あ
く
と
、
今
昔
巻
十
七

の
地
蔵
説
話
は
、

　
・
阿
弥
陀
仏
の
媒
介
者
一
第
二
・
十
・
十
四
・
十
六
・
十
七
・
二
十

　
　
三
・
二
十
九
二
二
十
・
三
十
二
話
）

　
・
仏
法
そ
れ
自
体
の
媒
介
者
一
第
一
・
三
・
五
・
七
・
八
・
十
一
・
十

　
　
二
・
十
五
・
十
九
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
四
・
二
十

　
　
六
・
二
十
七
・
二
十
八
・
三
十
一
話
）

・
〔
仏
法
の
〕
媒
介
者
1
1
現
世
利
益
的
地
蔵
菩
薩
（
第
四
・
六
・
九
・
十

　
　
三
・
十
八
・
二
十
五
話
）

の
話
か
ら
な
っ
て
お
り
、
応
験
記
の
分
類
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
故
、

中
国
の
地
蔵
信
仰
か
ら
の
影
響
が
推
測
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
今
昔
に
は
、
「
弥
勒
仏
の
媒
介
者
」
の
話
、
及
び
生
天

思
想
の
話
が
な
い
。
そ
も
そ
も
十
輪
経
・
本
願
経
に
お
い
て
地
蔵
菩
薩
は

衆
生
を
天
に
救
う
存
在
で
あ
り
、
又
弥
勒
上
生
思
想
と
関
連
し
て
い
た
筈

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
今
昔
に
は
弥
勒
仏
と
関
連
し
た
話

及
び
生
天
思
想
の
話
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
一
3
0
一

　
速
水
侑
氏
に
よ
れ
は
、
今
昔
物
語
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
弥
勒
信
仰
説

話
は
「
日
本
霊
異
記
」
・
「
法
華
験
記
」
か
ら
の
引
用
が
大
部
分
で
「
法

華
験
記
L
編
述
一
一
〇
四
〇
）
以
後
、
今
昔
成
立
（
一
一
〇
六
～
一
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
1
〕

七
）
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
弥
勒
上
生
信
仰
説
話
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
故
に
速
水
氏
は
「
『
法
華
験
記
』
が
完
成
し
た
長
久
年
間
以
後
、

『
今
昔
物
語
』
が
編
さ
れ
た
嘉
承
年
間
ま
で
の
六
十
余
年
間
、
民
間
で
は
、

弥
勒
上
生
信
仰
説
話
の
あ
ら
た
な
形
成
と
流
布
が
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
珊
）

か
っ
た
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
今
音
巻
十
七
に
お
い
て
地
蔵
菩
薩
が
弥
勒
仏
と
関
連
し
た
話
及

び
生
天
思
想
の
話
が
な
い
の
は
、
弥
勒
上
生
信
仰
が
当
時
衰
退
し
て
い
た

か
ら
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

九
　
縞
び

　
以
上
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
昔
巻
十
七
の
「
阿
弥
陀
仏
の
媒
介
者
と

し
て
の
地
蔵
菩
薩
」
、
「
現
世
利
益
的
地
蔵
菩
薩
」
は
応
験
記
に
代
表
さ
れ

る
中
国
の
地
蔵
信
仰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
弥
勒
上
生
思
想
と
の
関

連
が
今
昔
巻
十
七
の
よ
う
な
説
誼
集
で
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
日
本
独
特

の
特
徴
と
言
え
る
。

　
無
論
、
日
本
に
お
い
て
地
蔵
菩
薩
と
弥
勒
仏
と
の
関
係
が
一
切
な
い
、

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
奈
良
十
輪
院
に
は
、
釈
迦
・
地
蔵
・
弥

勒
と
い
う
三
尊
像
一
鎌
倉
期
制
作
）
が
あ
り
、
望
月
信
成
氏
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鎚
）

過
去
仏
－
現
在
仏
－
未
来
仏
　
を
表
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
弥
勒

上
生
思
想
が
今
昔
巻
十
七
の
よ
う
な
地
蔵
説
話
集
に
な
い
こ
と
は
日
本
の

地
蔵
信
仰
を
考
え
る
に
察
し
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
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註

一
1
）
巻
十
七
全
五
十
話
の
う
ち
第
一
話
か
ら
第
三
十
二
語
。
な
お
、
今
昔

　
　
の
中
に
は
地
蔵
に
関
す
る
話
は
他
に
巻
六
第
三
十
二
話
・
巻
十
三
第

　
　
十
五
話
が
あ
る
。

（
2
）
「
念
仏
」
一
第
二
十
二
話
）
・
「
浄
土
」
（
第
八
・
三
十
一
語
）
と
の

　
　
み
記
さ
れ
て
い
る
話
は
と
り
あ
え
ず
除
外
し
た
。

（
3
）
こ
の
二
経
に
占
察
善
悪
業
報
経
を
加
え
て
、
地
蔵
三
経
と
称
さ
れ
る
。

　
　
し
か
し
、
占
察
善
悪
業
報
経
は
地
蔵
信
仰
に
影
響
を
ほ
と
ん
ど
及
ぼ

　
　
し
て
い
な
い
。
十
輸
経
・
本
願
経
と
も
大
乗
経
典
の
中
で
も
新
し
く

　
　
成
立
し
た
経
典
で
あ
り
、
本
願
経
に
は
、
中
国
選
述
説
・
コ
ー
タ
ン

　
　
選
述
説
が
あ
る
。
詳
し
く
は
以
下
の
論
文
参
照
。
松
本
文
三
郎
「
地

　
　
蔵
三
経
に
就
い
て
」
『
無
尽
燈
』
二
十
一
巻
一
号
　
大
正
五
年
・
中

　
　
村
元
「
大
乗
経
典
の
成
立
年
代
」
宮
本
正
尊
編
『
大
乗
仏
教
の
成
立

　
　
史
的
研
究
』
三
省
堂
　
昭
和
二
十
九
年
・
西
義
雄
「
地
蔵
菩
薩
の
源

　
　
流
思
想
の
研
究
」
西
義
雄
編
『
大
乗
菩
薩
道
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店

　
　
昭
和
四
十
三
年
・
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
別
巻
仏
典
総
論

（
4
）
仰
利
天
は
兜
率
天
の
下
部
に
位
置
す
る
。

（
5
）
毛
利
久
氏
に
よ
る
と
、
地
蔵
菩
薩
像
が
半
蜘
像
の
形
を
と
る
の
は
、

　
　
こ
う
し
た
経
典
に
お
け
る
弥
勒
仏
と
地
蔵
菩
薩
の
結
び
付
き
に
よ

　
　
る
、
と
い
う
説
が
あ
る
と
い
う
。
毛
利
久
「
地
蔵
菩
薩
の
形
相
」
同
仏

　
　
教
芸
術
』
九
十
七
号
　
昭
和
四
十
九
年

一
6
）
序
文
に
本
願
経
の
引
用
が
あ
る
。

（
7
一
速
水
侑
「
日
本
古
代
貴
族
社
会
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
」
桜
井
徳
太
郎

　
　
編
『
地
蔵
信
仰
』
雄
山
閣
　
昭
和
五
十
八
年
　
二
二
頁
註
（
十
一
）

一
8
）
松
本
栄
一
「
傲
僅
画
拾
遺
一
こ
」
『
仏
教
芸
術
』
二
十
八
号
　
昭
和

　
　
五
十
三
年

（
9
）
（
1
）
参
照
・
巻
十
七
の
地
蔵
説
話
は
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
を
基
に
し
て

　
　
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
巻
十
七
の
基
に
な
っ
た
霊
験
記
は
散
侠
し
、

　
　
今
に
伝
わ
ら
な
い
。

一
1
0
）
先
学
で
は
通
例
、
異
本
の
題
で
あ
る
「
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
」
一
続

　
　
蔵
験
所
収
）
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
私
は
「
地
蔵
菩
薩
応
験

　
　
記
」
が
原
題
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
『
地
蔵

　
　
菩
薩
応
験
記
』
の
基
礎
的
研
究
」
『
日
本
文
化
研
究
』
第
三
号
　
掲

　
　
載
予
定
　
参
照

（
1
1
）
片
寄
正
義
『
今
昔
物
語
集
論
』
三
省
堂
　
昭
和
十
八
年
　
四
六
〇
頁
・

　
　
真
鍋
広
済
『
地
蔵
菩
薩
の
研
究
』
三
密
堂
　
昭
和
三
十
五
年
　
一
五

　
　
八
頁
　
等
。

一
1
2
）
私
の
知
る
限
り
、
梅
津
次
郎
氏
の
発
見
し
た
写
本
の
原
本
が
一
一
四

　
　
八
年
に
写
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
地
蔵
菩
薩
霊
験

　
　
記
は
お
ろ
か
、
今
昔
物
語
集
の
成
立
後
と
な
っ
て
し
ま
う
。
応
験
記

　
　
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
1
3
一
片
寄
『
今
昔
物
語
集
論
』
前
掲
　
四
六
〇
頁

（
1
4
）
異
本
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
（
続
蔵
経
所
収
）
で
は
第
十
八
話
に
あ
た

　
　
る
。

一
1
5
）
異
本
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
で
は
「
至
」
。

一
蝸
）
異
本
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
で
は
「
二
二
千
世
界
」
。

一
1
7
）
敦
泊
肚
出
土
の
「
仏
説
地
蔵
菩
薩
経
」
一
大
正
蔵
第
八
十
五
巻
一
に
は
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地
蔵
菩
薩
に
よ
る
西
方
往
生
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
仏

　
　
説
地
蔵
菩
薩
経
」
は
通
例
中
国
選
述
と
さ
れ
て
お
り
、
応
験
記
と
同

　
　
じ
く
、
中
国
の
地
蔵
信
仰
の
史
料
で
あ
る
。
真
鍋
『
地
蔵
菩
薩
の
研

　
　
究
』
前
掲
　
二
三
ハ
頁
・
柴
田
泰
「
中
国
浄
土
教
の
発
展
」
『
講
座
・

　
　
大
乗
仏
教
5
1
浄
土
思
想
』
春
秋
社
　
昭
和
六
十
年
　
二
二
一
頁

一
1
8
）
異
本
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
で
は
「
地
蔵
観
音
二
体
」
。

一
1
9
）
「
阿
弥
陀
仏
の
脇
侍
」
1
－
「
阿
弥
陀
仏
の
媒
介
者
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
観
無
量
寿
経
下
品
往
生
参
照
。

（
2
0
一
塚
本
善
隆
『
支
那
仏
教
史
研
究
・
北
魏
篇
』
弘
文
堂
　
昭
和
十
七
年

　
　
五
九
三
頁
・
小
西
瑛
子
「
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
に
つ
い
て
」
元
興

　
　
寺
仏
教
資
料
研
究
所
年
報
『
仏
教
民
俗
』
第
五
冊
　
昭
和
四
十
七
年

一
2
1
）
和
歌
森
太
郎
「
地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
」
桜
井
編
『
地
蔵
信
仰
』
前
掲

　
　
四
九
頁
～
五
十
頁

（
2
2
一
塚
本
『
支
那
仏
教
史
研
究
・
北
魏
篇
』
前
掲
　
五
九
二
頁

（
2
3
一
柴
田
泰
「
中
国
浄
土
教
の
発
展
」
『
講
座
・
大
乗
仏
教
5
－
浄
土
思

　
　
想
』
前
掲
　
二
二
五
頁
及
び
二
四
九
頁

一
2
4
）
応
験
記
の
中
に
は
単
に
「
浄
土
」
と
記
さ
れ
て
い
る
話
が
二
話
一
第

　
　
五
・
十
四
話
）
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
「
西
方
浄
土
」
と
分
か
る
話

　
　
か
ら
論
を
進
め
る
。
（
2
一
参
照

一
2
5
）
阿
弥
陀
仏
の
第
三
十
五
願
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
2
6
一
異
本
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
で
は
「
西
方
浄
刹
」
。

（
2
7
一
速
水
侑
『
弥
勒
信
仰
』
評
論
社
　
昭
和
四
十
六
年
　
二
十
五
頁
～
二

　
　
十
七
頁

一
2
8
）
平
川
彰
「
浄
土
思
想
の
成
立
」
『
講
座
・
大
乗
仏
教
5
－
浄
土
思
想
』

　
　
前
掲
　
十
五
頁

一
2
9
一
た
だ
し
本
願
経
で
箇
条
書
き
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
地
蔵
菩
薩
の
功
徳

　
　
一
大
正
蔵
第
十
三
巻
七
八
七
上
中
・
七
八
九
下
一
の
中
に
「
女
人
安

　
　
産
」
は
な
い
。
「
女
人
安
産
」
が
箇
条
書
き
の
項
目
で
述
べ
ら
れ
る

　
　
の
は
、
日
本
選
述
一
平
安
末
頃
成
立
か
）
「
延
命
地
蔵
菩
薩
経
」
で

　
　
あ
る
。
一
国
訳
一
切
経
・
大
集
部
五
　
二
九
五
頁
・
正
し
く
は
「
女

　
　
人
泰
産
」
一

一
3
0
）
速
水
侑
『
弥
勒
信
仰
』
前
掲
　
二
三
ハ
頁
～
二
二
七
頁

一
3
ユ
）
た
だ
し
、
速
水
氏
は
弥
勒
下
生
信
仰
の
話
を
一
例
前
掲
書
二
二
七
頁

　
　
以
下
に
挙
げ
て
い
る
。

（
3
2
）
（
3
0
）
に
同
じ
。

一
3
3
）
望
月
信
成
『
地
蔵
菩
薩
』
学
生
杜
　
平
成
元
年
　
一
四
九
頁
～
一
五

　
　
〇
頁

＊
引
用
に
あ
た
っ
て
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
「
地
蔵
菩
薩
応
験
記
」

は
梅
津
次
郎
氏
が
大
和
文
化
研
究
百
一
号
　
昭
和
四
十
一
年
　
に
活
字
化

し
た
も
の
を
使
用
。
但
し
異
本
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
（
続
蔵
経
所
収
）
を

随
時
参
照
し
、
注
意
す
べ
き
点
は
註
を
つ
け
た
。
今
昔
物
語
集
は
古
典
文

学
大
系
本
を
使
用
、
又
漢
文
体
の
部
分
は
書
き
下
し
文
に
改
め
た
。

一
し
み
ず
・
く
に
ひ
こ
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
一
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